
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 6回 理事会  

日 時 令和 6年 10月 11日  18:30～20:00 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、重松康志、小柳 傑、志岐浩二、 

飯野朋彦、笹原順哉、池田章子、森健次郎、坂井孝行、小田慎也 

監事柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他長谷川隆史 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）県北地域リハ連絡協議会における委員推薦及び承諾について 

      県北地域リハ連絡協議会の委員について、任期満了に伴い推薦依頼あり。佐世保地区現任の重松理事
を推薦する。部長、副部長の代理出席も可能とする。審議の結果、提案通り可決された。 

２）令和 6年度 地域ケア研修会について 
   地域ケア研修会について、今年度は障害者雇用の分野において理学療法士の果たす役割という事で、

まずは入口になる研修会を企画。日時は年明けの日程で検討したい。講師は理学療法士の立場から脇
屋先生と、長崎リハビリテーション病院の医療ソーシャルワーカーの田崎先生、現場の就労継続支援B
型事業所から 1 名を予定。対面形式で 40 分ずつ 3 本の講演で計 120 分、2 ポイント相当の事業。参加
費は会員 2,000 円、非会員 20,000 円。作業療法士会、言語聴覚士会にもアナウンスし、同じ 2,000 円
での参加可とする。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）令和 6年度 諫早地区症例検討会について 
   諫早地区症例検討会について、諫早市健康福祉センターにて対面形式で開催予定。発表者は宮崎病院

の須田先生と緒方先生、恵仁荘の村里先生で 3症例。1症例 15分発表、15分質疑応答予定。日時は再
調整。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）新入会承認について 
  総会員数 2301 名、在会会員 1985 名、休会会員 316 名。会員施設 415。今月は入会、退会、復会、休

会ともに 0名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）第 35回長崎県理学療法学術大会について 

第 35 回県学会について、開催形式は対面＋オンライン配信の形を検討。講演本数について、県民公開
講座をなくし、特別講演、教育講演 2 本、シンポジウムの 4 本を検討。口述演題は各セッション 5 演
題の合計 45 演題、症例発表 6 演題を予定。会場は長崎大学を 3 会場に分けて、記念講堂、良順会館、
ポンぺ会館を使用予定。講師について、特別講演は畿央大学の森岡先生、教育講演 1 を長崎大学の柳
田先生、教育講演2を神奈川県立保健福祉大学の平瀬先生、シンポジウムを長崎記念病院の片岡先生、
関西医科大学の福島先生、豊橋創造大学の西先生にお願いしたい。いずれも長崎にゆかりのある先
生。 

２）令和 6年度 第 1回理学療法講習会について 
   第 1回理学療法士講習会について、9月 7日に開催。講師は北海道医療大学の阿部先生。終末期の心不

全に対する理学療法士の役割というテーマで、3 部構成で開催。予算に対する残金は 67,000 円。SNS
やホームページで広報したが参加者が少なかった。理学療法士講習会は県内会員と県外会員の参加費
が同じだが、差をつけてしまっていた。県外会員 6 名に対し、二重エントリーした上ではじめの分を
返金する対応を取った。 

３）第 19回公益社団法人長崎県理学療法士協会杯小学生ソフトボール大会について 
   第 19 回ソフトボール大会を開催。午前中、決勝トーナメントに入る前に雷が鳴り、予選会で中止。16

チームが参加。ストレッチ前後の柔軟性測定も実施。予算はほぼ限度額使用。来年度は 20 回で記念大
会としたい。熱中症 1名あり。 

４）令和 6年度 推進リーダー導入研修会開催について 
   地域ケア会議の推進リーダー導入研修会を 12 月 14 日、西諌早病院の樋口先生を講師に開催予定。介

護予防の導入研修会を 12 月 15 日、サンブライト愛宕の高倉先生を講師に開催予定。参加費は県士会
員の参加費は 1,000円、他県士会員は 4,000円。県内会員優先のため差をつけることは三役審議にて承
認。 

５）ダイハツ地域密着プロジェクトについて 
   ダイハツ地域密着プロジェクトについて、９月 26 日にダイハツ長崎目覚町の本店で開催。次年度開催

意向あり。参加者 11 名。生活機能、サルコペニア、フレイルの検定、啓蒙活動の配布棟実施。ダイハ
ツの方より次年度も是非お願いしたいという言葉を頂いた。 

６）令和 6年度 第 1回大村・東彼地区研修会について 



   大村・東彼地区第 1回研修会を 9月 21日にミライ ON図書館にて開催。講師は高木先生、テーマは脳
卒中下肢装具の基礎知識と適合調整について。座学がメイン。参加者 11 名。会場の確保が施設の都合
上ギリギリになった。 

７）令和 6年度 いさはや健康フィスティバルについて 

  11月 10日、諫早の栄町・ほんまちアーケードで開催する。フェスティバル来場者への運動機能評価、
健康相談を実施予定。介護予防推進リーダーの士会指定事業。 

８）十八親和ふるさと振興基金助成金授与式について 
  十八親和ふるさと振興基金の助成を受けるということで、主に浦川理事を中心に長崎県理学療法士会

で申請を出し、受諾された。振興基金は 30万円の助成金を頂いた。使途はラオスから 2名の方が来ら
れ、10月 7日から約 3週間研修する。その通訳や資料の翻訳、移動、研修機材の費用に充てる。十八
親和の方が内容に興味を持たれ、22日に見学に来られる可能性あり。 

９）第 2回長崎県理学療法士連盟研修会について 
  9月 26日に本田先生を講師に招き開催。参加者は 62名。前回から申し込み方法の変更あり、案内文

を変更。第 3回も予定あり。 
（３）その他報告事項 
１）災害関連研修会について 

長崎 J-RAT 主催の避難所体験会が、11 月 10 日に島原で開催予定。島原市が開催する避難訓練に J-
RAT が参加する形。午後からは支援者の研修会も企画。12 月 14 日には壱岐で避難所体験会を予定し
壱岐、対馬の島嶼部の方に案内をする。長崎県リハビリテーション専門職団体協議会企画の災害リハ
研修会を開催予定。熊本の佐藤先生をお呼びし、2 日間 REHUG を学ぶ。1 月 11 日にファシリテータ
ーの養成研修、翌 12 日は REHUG の研修。ファシリテーターを養成する形で人件費が必要。参加費
1,000 円を予定。佐世保の相浦コミュニティセンターで開催予定。予算は協議会で理学療法士 6 割、作
業療法士 3割、言語聴覚士 1割で分けている。今後詳細を詰める。 

２）第 75回日本病院学会について 
令和 7年の 7月 24日、25日に出島メッセ長崎で日本病院学会が開催される。学会長は栗原先生。テー
マは地域生活を支える病院医療のあり方。はじめてリハビリ病院が受ける形。シンポジウム等で全国
の PT、OT、ST の会長をお呼びする予定。急性期、回復期、生活期でも全国医師会の先生方をお呼び
する。詳細が決まり次第ご報告する。 

 ３）令和 6年度 ハラスメント研修会について 
  12 月 7 日予定のハラスメント研修会について、講師予定の福﨑先生の講師料は 90 分 1 コマで 55,000

円からとのこと。90分 1コマで市民会館の大会議室を予定。 
４）上半期事業報告について 
  上半期事業報告について、来週頭に案内を出し月末締め切りで案内する。 
５）中間監査について 
  9月までの事業終了分についての中間監査を 11月に入ってから予定する。 
６）オンライン研修会について 

   オンライン研修会では県外からの参加も多くみられる。背景に長崎のポイントの取り易さがありそ
う。島嶼部もあり、他県に比べオンラインの技術が高く、今後も継続し取り組む必要性あり。 

７）スクールトレーナーについて 
  池田理事が受講したスクールトレーナーの認定証と登録証が届き、今後活動が開始される。佐賀では

会員向けに認定スクールトレーナーの啓発活動を行うとの情報あり。長崎でも企画を検討する。 
８）臨時士会長会議について 
  10月 12日、大山会長、小無田副会長が臨時の九州士会長会議に参加予定。内容は助成金や士会活動の

地区化など。 

 


